
宇野重規（うの・しげき）

1967年生まれ。東京大学大学院法学政治学研究科博士課
程修了。博士（法学）。現在、東京大学社会科学研究所
教授。『政治哲学へ』で渋沢・クローデル賞、『トク
ヴィル　平等と不平等の理論家』でサントリー学芸賞。
『社会統合と宗教的なもの』（編著）、『共和国か宗教
か、それとも』他。

　シャルリ事件以降、各地でテロ事件が続いていますが、私たちは一連の事件をどの
ように捉えるべきでしょうか。遠い場所で起きている、自分たちとは関係の薄い出来
事なのでしょうか。そうではないはずです。若者を中心に、経済的にも精神的にも寄
る辺のない人々と、グローバル化のなかで分断され、きしみをみせる現代社会の葛藤
の一つの焦点がそこにあるのではないでしょうか。政治・宗教・経済の狭間で考えて
みたいと思います。

１．宇野重規・伊達聖伸・高山裕二編『共和国か宗教か、それとも』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――十九世紀フランスの光と闇』（白水社）

２．宇野重規・伊達聖伸・高山裕二編『社会統合と宗教的なもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――十九世紀フランスの経験』（白水社）

３．工藤庸子『近代ヨーロッパ宗教文化論
　　　　　　　　　――姦通小説・ナポレオン法典・政教分離』（東京大学出版会）

４．伊達聖伸『ライシテ、道徳、宗教学――もうひとつの19世紀フランス宗教史』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（勁草書房）

５．マルセル・ゴーシェ『民主主義と宗教』（トランスビュー）

６．エマニュエル・トッド『シャルリとは誰か？――人種差別と没落する西欧』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文春新書）
７．ミシェル・ウエルベック『服従』（河出書房新社）

８．クリスチャン・ヨプケ『ヴェール論争――リベラリズムの試練』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法政大学出版局）
９．ドミニク・シュナペール『市民権とは何か』（風行社）

１０．ロベール・カステル『社会喪失の時代――プレカリテの社会学』（明石書店）

読書ガイド

増田一夫（ますだ・かずお）

1954年生まれ。東京大学大学院人文科学研究科仏語仏文
学専攻課程単位取得退学。現在、東京大学大学院総合文
化研究科教授。訳書フーコー『同性愛と生存の美学』、
『ミシェル・フーコー思考集成〈８〉政治・友愛』（共
編訳）、デリダ『有限責任会社』（共訳）、『マルクス
の亡霊たち』、クリストフ・アギトン『「もうひとつの
世界」への最前線』（共訳）他。

　襲撃の再発を防ぐためには、治安の強化、国境の封鎖、IS拠点の爆撃、イスラム教
批判、移民系の人々の監視もしくは彼らからの国籍剥奪で事足りるのか？ 「テロ」
や「イスラム」ではなく、「移民」、「差別」、「植民地主義」などを中心的なキー
ワードとしたとき、まったく別の課題が浮かび上がる可能性がある。自由・平等・博
愛を掲げ、普遍性を標榜するフランス共和国が中東情勢やグローバル化に対して示し
た答えを検証し、21世紀に入って大規模化した抗議行動そして過激化の背景を一緒に
考えてみたい。

１．ミシェル・ヴィヴィオルカ『レイシズムの変貌』（明石書店）
２．フランソワ・エラン『移民の時代――フランス人口学者の視点』（明石書店）

３．清岡智比古『パリ移民映画――都市空間を読む　1970年代から現在』（白水社）

４．中野裕二・森千香子他編『排外主義を問いなおす
　　　　　　　　　　　　　――フランスにおける排除・差別・参加』（勁草書房）

５．ジェラール・ノワリエル『フランスという坩堝
　　　　　　　　　　　　　――19世紀から20世紀の移民史』（法政大学出版局）
６．エティエンヌ・バリバール他『人種・国民・階級
　　　　　　　　　　　――「民族」という曖昧なアイデンティティ』（唯学書房）
７．N. バンセル、P. ブランシャール、F. ヴェルジェス
　　　　　　　　　　　　　　　　『植民地共和国フランス』（岩波書店）
８．トマ・ピケティ『21世紀の資本』（みすず書房）

９．広河隆一『パレスチナ　新版』（岩波新書）

１０．ギー・ペルヴィエ『アルジェリア戦争
　　　　　　　　　　　　　　　――フランス植民地支配と民族の解放』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白水社文庫クセジュ）
１１．宮島喬編『移民の社会的統合と排除――問われるフランス的平等』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大学出版会）
１２．森千香子『排除と抵抗の郊外――フランス〈移民〉集住地域の形成と変容』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京大学出版会）

読書ガイド

野崎 歓（のざき・かん）

1959年生まれ。東京大学大学院人文科学研究科仏語仏
文学専攻博士課程中途退学。現在、東京大学大学院人
文社会系研究科・文学部教授。著書『ジャン・ルノワー
ル』（サントリー学芸賞）、『赤ちゃん教育』（講談社
エッセイ賞）、『異邦の香り ネルヴァル「東方紀行」
論』(読売文学賞)、『フランス文学と愛』等。訳書ウエ
ルベック『地図と領土』、トゥーサン『マリーについて
の本当の話』、ネミロフスキー『フランス組曲』（共訳）
他多数。

　大変な時代だと思わずにはいられない。目や耳を塞ぎたくもなる。そんなときこ
そ、世界とかかわるための複数の回路を確保してほしい――深く、そして多様なか
たちで世界とかかわるための回路を。だからこそ、本を読んでほしいし、映画を見
てほしい。現実を鮮やかに照射する思考、そして独自の作品を作り出すイマジネー
ションの力にぜひふれてみよう。いたずらに悲観的にならずに前に進んでいくため
のヴィジョンが、きっと得られるはずだ。

１．アントワーヌ・コンパニョン『寝るまえ5分のモンテーニュ　「エセー」入門』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白水社）
２．エティエンヌ・ド・ラ・ボエシ『自発的隷従論』（ちくま学芸文庫）

３．ヴォルテール『寛容論』（中公文庫）

４．ポール・ヴァレリー『精神の危機』（岩波文庫）

５．井筒俊彦『イスラーム文化――その根底にあるもの』（岩波文庫）

６．アミン・マアルーフ『アラブが見た十字軍』（ちくま学芸文庫）

７．谷川稔『十字架と三色旗――近代フランスにおける政教分離』（岩波現代文庫）

８．宇野重規, 伊達聖伸, 高山裕二編『共和国か宗教か、それとも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　――十九世紀フランスの光と闇』（白水社）

９．ミシェル・ウエルベック『地図と領土』（ちくま文庫）

１０．野崎歓、渋谷哲也、夏目深雪、金子遊編
　　『国境を超える現代ヨーロッパ映画２５０――移民・辺境・マイノリティ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河出書房新社）

読書ガイド

伊達聖伸（だて・きよのぶ）

1975年生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科博士課
程単位取得退学。2002年から07年までフランスに留学。
リール第三大学博士課程修了。Ph.D.（パリ高等研究院と
の共同指導）。現在、上智大学外国語学部准教授。『ラ
イシテ、道徳、宗教学』でサントリー学芸賞、渋沢・ク
ローデル賞。『社会統合と宗教的なもの』（編著）『共
和国か宗教か、それとも』他。

　〈シャルリと現代フランス〉を読み解く鍵のひとつが「ライシテ」。その歴史を
踏まえて現状を理解し、今起こっている「宗教的危機」の具体的内容を把握するこ
とが肝要だ。イスラームに対する西洋の視線の変遷と持続性を押さえ、今日のメディ
アの役割を批判的に考察することも欠かせないだろう。テロは悪だが、それが起こ
る根本的な理由を考えるなら、その原因の一端はこちら側にもあるかもしれない、
という感受性も大切にしたい。

１．谷川稔『十字架と三色旗――近代フランスにおける政教分離』（岩波現代文庫）

２．工藤庸子『近代ヨーロッパ宗教文化論
　　　　　　　　　――姦通小説、ナポレオン法典、政教分離』（東京大学出版会）

３．内藤正典『ヨーロッパとイスラーム――共生は可能か』（岩波新書）

４．三井美奈『イスラム化するヨーロッパ』（新潮新書）

５．エマニュエル・トッド『シャルリとは誰か？――人種差別と没落する西欧』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文春新書）
６．ウルリッヒ・ベック『〈私〉だけの神――平和と暴力のはざまにある宗教』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩波書店）
７．ジル・ケペル『テロと殉教――「文明の衝突」をこえて』（産業図書）

８．エドワード・W・サイード『イスラム報道』（みすず書房）

９．タラル・アサド『自爆テロ』（青土社）

１０．ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』（光文社古典新訳文庫）

読書ガイド


